
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小野市を含め全国的に 『リチウムイオン電池』 が原因の火災が急増しています。 

火災を出さないために、必ず以下のことを守りましょう！ 
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 春から新生活を迎えるこの機会に、 

『防火』について考えてみませんか！ 

◎ コードは束ねたり、折れた状態で使用しない。 

◎ タコ足配線はしない。 

◎ ほこりなどを取り除き、定期的に清掃する。 

 
危 険 

注 意 

 

◎ 純正品や『ＰＳＥマーク』『ＭＣＰＣマーク』が付いている製品を使用する。 

◎ 異音、異臭や電池の膨脹が生じた場合は、すぐに使用をやめる。 

◎          『可燃ごみ』や『不燃ごみ』等に混ぜて破棄しない！ 

※ 衝撃や圧力によりバッテリーから発火し、ごみ処理施設やごみ収集車が燃える火災が急増中‼ 

絶対にやめて、危険！ 

 使わなくなった 『リチウムイオン電池』 の処分はどうしたらいいの？    

 コンロによる火災 

 電気による火災 

リチウムイオン電池・モバイルバッテリーなどによる火災 
 

◎ 調理中は、絶対にその場を離れない。 

◎ コンロの周りは整理整頓し、定期的に清掃する。 

◇ 必ず分別し、絶対に他のごみと混ぜて捨てない！ ※ マナーを守りご協力をお願いします。 

◇ 小野市では令和６年４月以降、 電池の回収日に 『リチウムイオン電池』 を他の電池類と

一緒に廃棄することが可能となります。  

◇ 電池を取り外せる、外せない製品に関わらず小野クリーンセンターへ直接搬入できます。 

◇ 販売店等への引き渡し ※ 回収を行っている家電量販店があるのでご確認を！ 

業者以外の 『小野市民の方』 で処分にお困りの方は、小野クリーンセンター （☎62－6250） 

へ連絡してください！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆市民の方からのギモン・質問を受付中！！メール、ハガキ等で消防署まで！ 

【発行元】 〒675-1378 小野市王子町 809 小野市消防本部 予防課  
☎ 63-0119（代表）✉ syobo@city.ono.hyogo.jp 

住宅用火災警報器 は、 

１０年を目安に交換しましょう！ 

 
火事・救急・救助の通報は、 

どうして 119 番なの？ 

 

電話機がダイヤル式のころ、ダイヤル時間が短い『１１２番』にしていました

が、かけ間違いが多いため、とにかく早く回せる数字の「１」と、わざと離れ

たところにある「９」の組み合わせで『１１９番』が誕生したそうです。 

 定期的に作動確認をしましょう 

 

そろそろ交換時期ではありませんか？ 

ほこりなどで汚れていませんか？ 

見た目はきれいでも、内部の電子部品の寿命や電池切れなどで火

災を感知しなくなることがあります。１０年が交換の目安です。 

ボタンを押す、またはひもを引いて作動確認をします。音が鳴らな

い場合、電池切れや機器の故障の可能性があります。 

電気店、ホームセンターなどで購入できます。 

自分でも取り付けできますが、購入した店舗などで取り付けサー

ビスを行っているところもありますので相談してみてください。 

≪注意≫訪問販売業者よる高額な販売や点検などに注意しましょう！ 

 購入や交換取り付けはどうしたらいいの？ 


